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③「なぜ十分に潤滑しないのか」 



















































































 82 トヨタ生産方式についての「ものづくり技術教育」 
的に排除する必要がある．運搬に対する基本的な
活動は運搬を徹底的に排除する「運搬の“０”化」
である．そのためには，機械設備のレイアウトの
改善による運搬の排除，部品置き場の廃止や部品
供給方法の自動化などを工夫して実施することで
ある．また「必要なときに必要なものを必要な量
だけ最低限のコストで供給する考え方」を徹底す
ることであることを理解させている．また，部品
単位で見た場合の運搬頻度を多くする運搬方法は、
出荷側と受取側のスペースを小さくできることと，
それぞれの停滞時間を小さくできることを理解さ
せている． 
3．トヨタ生産方式の現場での実践教育 
現場主義の考え方から，学生は企業に出向いて，
実際の自動車生産工場の現場での改善活動を実践
体験することとしている．生産現場が抱えている
課題を改善のテーマとして取り上げ，トヨタ生産
方式の基本をもとに，自ら考え行動し経営に寄与
する活動を学習させている． 
3.1 自動車組み立てラインの不具合改善活動 
自動車の生産過程で品質不具合が発生すると，
作業者による手直しが必要となり，ムダな費用が
発生する．学生にこの原価を高めている不良品の
ムダに着目させて，真因を追求し対策を考え実施
し，更に再発防止のため標準書を改訂する改善活
動を実践させている． 
3.2 部品供給工程の生産性向上活動 
トラックの大型フレームで使われる多種多様な
部品をメインフレームの生産順序と着工時間に合
わせて出庫する，部品供給の仕組みを学生に考え
させている．在庫を減らすことにより，リードタ
イム短縮と省スペースを図る改善活動を実践させ
ている． 
3.3 生産設備の投資額を削減する活動 
 生産設備の準備段階では設備投資削減のため設
備の改造や流用を検討し，製造原価低減を図る活
動を実践しているが，このような活動に学生を参
加させている．また，設備の図面段階での３Ｄ検
討会に参加させて事前に完成度を高め，やり直し
を減らすことにより生産準備費用の低減につなげ
る活動を実践させている． 
4．まとめ 
トヨタ生産方式の人材育成では，現場での改善
活動の実践が重要であると考えている．すなわち，
製造現場における厳しいトヨタ生産方式の継続的
な実践がものづくりの人を育て，自律した強い組
織や職場を造り上げることを可能にしていると考
える．このような環境を学生時代に体験すること
は社会人となって現場に入ったときに大きな力に
なると考えている． 
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